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日本の景気見通し1

特別調査 2025年の経営見通し

　2025年の日本の景気見通しについては、「良くなる」と
の回答（「非常に良い」・「良い」・「やや良い」の合計）は
11.5％、「普通」は35.1％、「悪くなる」との回答（「やや悪
い」・「悪い」・「非常に悪い」の合計）は53.4％と、半数超が
悪化を見込む。
　業種別にみると、建設・不動産業以外では過半数が「悪く
なる」と回答。卸売業では「良くなる」との回答がわずか
3.2％となった。
　独自に算出した指数は、卸売業では昨年と比べ改善したも
のの、その他の業種は悪化。特に製造業が大幅に悪化した。

個別企業の業況見通し2
　2025年の個別企業の業況見通しについては、「良くな
る」との回答（「非常に良い」・「良い」・「やや良い」の合計）は
16.4％、「悪くなる」との回答（「やや悪い」・「悪い」・「非常に
悪い」の合計）は33.5％となった。半数が「普通」と回答。
　ほとんどの業種が「悪くなる」が「良くなる」を上回るなか、
サービス業では「良くなる」が24.3％と、「悪くなる」
21.2％をわずかに上回った。
　独自に算出した指数は、サービス業は昨年より大幅に
改善しプラスとなったが、その他の業種では悪化しマイナス
が継続。

売上額の伸び率見通し3
売上額の伸び率の見通しについては、「増加」が38.5％と
最も多く、「変わらない」が37.9％、「減少」が23.6％となっ
た。昨年の調査と比べると、「増加」は10.1ポイント減少し、
「減少」は6.3ポイント、「変わらない」は3.8ポイント増加。
　業種別では、製造業、小売業は「増加」が最も多く、卸売業、
サービス業、建設・不動産業では「変わらない」が最も多い。
　独自に算出した指数は、全業種でプラスの見通し。サービ
ス業は昨年比でわずかに改善した一方で、その他の業種は
悪化した。

業況が上向く転換点4
自社の業況が上向く転換点については、「1年後」が

22.2％と最も多く、次いで「すでに上向いている」が
21.9％、「6カ月以内」が14.7％。約6割の企業が1年後
までに業況が上向くと考える一方で、「業況改善の見通し
は立たない」が18.4％と依然多い。
　独自に予想転換点を算出したところ、全業種の予想転換
点は1.8年後で、昨年の調査より0.1年遅くなった。業種別
では、製造業が1.6年後と最も早い。一方で最も遅かった
のは小売業で2.1年後。サービス業は昨年比で0.2年早く
なった。
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　　                                   +（3年後×3）+（3年超×4）+（業況改善の見通しは立たない×5）

注）指数の算出方法：（30％以上増加×4）+（20～29％増加×3）+（10～19％増加×2）+（10％未満増加×1）-（10％未満減少×1）-（10～19％減少×2）
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日本の景気見通し1

特別調査 2025年の経営見通し

　2025年の日本の景気見通しについては、「良くなる」と
の回答（「非常に良い」・「良い」・「やや良い」の合計）は
11.5％、「普通」は35.1％、「悪くなる」との回答（「やや悪
い」・「悪い」・「非常に悪い」の合計）は53.4％と、半数超が
悪化を見込む。
　業種別にみると、建設・不動産業以外では過半数が「悪く
なる」と回答。卸売業では「良くなる」との回答がわずか
3.2％となった。
　独自に算出した指数は、卸売業では昨年と比べ改善したも
のの、その他の業種は悪化。特に製造業が大幅に悪化した。

個別企業の業況見通し2
　2025年の個別企業の業況見通しについては、「良くな
る」との回答（「非常に良い」・「良い」・「やや良い」の合計）は
16.4％、「悪くなる」との回答（「やや悪い」・「悪い」・「非常に
悪い」の合計）は33.5％となった。半数が「普通」と回答。
　ほとんどの業種が「悪くなる」が「良くなる」を上回るなか、
サービス業では「良くなる」が24.3％と、「悪くなる」
21.2％をわずかに上回った。
　独自に算出した指数は、サービス業は昨年より大幅に
改善しプラスとなったが、その他の業種では悪化しマイナス
が継続。

売上額の伸び率見通し3
　売上額の伸び率の見通しについては、「増加」が38.5％と
最も多く、「変わらない」が37.9％、「減少」が23.6％となっ
た。昨年の調査と比べると、「増加」は10.1ポイント減少し、
「減少」は6.3ポイント、「変わらない」は3.8ポイント増加。
　業種別では、製造業、小売業は「増加」が最も多く、卸売業、
サービス業、建設・不動産業では「変わらない」が最も多い。
　独自に算出した指数は、全業種でプラスの見通し。サービ
ス業は昨年比でわずかに改善した一方で、その他の業種は
悪化した。

業況が上向く転換点4
　自社の業況が上向く転換点については、「1年後」が
22.2％と最も多く、次いで「すでに上向いている」が
21.9％、「6カ月以内」が14.7％。約6割の企業が1年後
までに業況が上向くと考える一方で、「業況改善の見通し
は立たない」が18.4％と依然多い。
　独自に予想転換点を算出したところ、全業種の予想転換
点は1.8年後で、昨年の調査より0.1年遅くなった。業種別
では、製造業が1.6年後と最も早い。一方で最も遅かった
のは小売業で2.1年後。サービス業は昨年比で0.2年早く
なった。
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＜調査概要＞ 対象企業
調査期間
調査方法

当金庫取引先企業　322社
2024年 12月2日～6日
当金庫担当者訪問によるＷＥＢアンケート形式
（四半期ごとに実施する「へきしん取引先景況調査」の特別調査として実施）
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製造業

卸売業

小売業

サービス業

建設・不動産業

脱炭素化への取組みについて5

特別調査 2025年の経営見通し

　信用金庫業界に期待する取組みは、「事例の紹介」
「行政からの支援内容の紹介」「設備導入支援」が多く
なっている。情報を求めている事業者が多いことがうか
がえる。
　信用金庫業界の取組みは過半数の事業者が「知らない」
という状況が浮き彫りとなった。
　下欄に当金庫の支援内容を紹介するのでご覧ください。

脱炭素化に向けた取組みの事例
情報提供 ： コスト削減事例の紹介、行政からの支援内容の紹介
現状把握 ： CO₂排出量の算出サービスの紹介
計画策定 ： 省エネ診断の紹介、CO₂排出量削減計画の策定支援
対策実行 ： LED・高効率空調・太陽光発電の導入支援
資金供給 ： サステナブルファイナンス（SDGs・脱炭素化対応融資）

へきしんはカーボンニュートラルに取り組むための支援メニューをご用意しています

　地域に大きな影響を及ぼす環境問題の解決のため、

当金庫はお客さまに最適なご提案をし、カーボン

ニュートラルに向けた取組みのサポートを行うことで、

地域の脱炭素化に貢献いたします。

ご支援メニューは費用が発生いたします。詳しくはお近くの店舗にお問い合わせください。

カーボンニュートラルとは何か、取り組む
メリットや必要性についてご案内します。

知る1

■カーボンニュートラルに関する
　各種セミナー

カーボンニュートラルに取り組む手始めとして
自社のCO₂排出量を把握し、削減に向けた
計画をたてるための支援をいたします。

測る2

■CO₂排出量算定および目標設定
■CO₂排出量削減に向けた
　ロードマップ策定
■省エネ診断

【ビジネスマッチング】

【ファイナンス】

お客さまに合ったCO₂排出量を減らすための
さまざまな方法や自社の強みとするためのご
提案をいたします。

減らす3

■SLL　　　　■PIF

【ビジネスマッチング】

■太陽光発電設備導入
■高効率設備導入
■CO₂フリー電気導入

■SBT認定取得
■LED照明導入
■補助金申請支援

STA
RT
!

7.618.2 3.03.03.03.03.0 59.1

15.0 5.310.3 2.8
2.5

9.0 3.1 52.0

0.9
9.514.7 7.8 3.4 13.8 3.4 46.6

3.0 6.1 9.1 3.03.0 15.2 60.6

17.6 2.74.116.2 5.4 5.4 48.6

事例の紹介
削減計画の策定

行政からの支援内容の紹介
設備導入支援

CO₂排出量の算出
サステナブルファイナンス

省エネ診断
特にない

脱炭素化に向けて、信用金庫業界に対して期待する取組みはありますか。脱炭素化に向けて、信用金庫業界に対して期待する取組みはありますか。1.1.

32.3 67.7

45.5 54.5

57.8 42.2

33.3 66.7

45.9 54.1

知っている 知らない

61.338.7

信用金庫業界が地域のために積極的に上記の
取組みを行っていることを知っていますか。
信用金庫業界が地域のために積極的に上記の
取組みを行っていることを知っていますか。

2.2.

10.0 3.3 6.7 6.7 56.716.7

「へきしんSLL」「へきしんPIF」の詳細につきましてはお近くの店舗にお問い合わせください。

へきしんPIF

　企業の活動が「環境・社会・経済」にもたらすインパクト（ポジティブな影響とネガティブな影響）を包括的に分析、評価

して資金提供を行うことにより、企業のポジティブな影響の増大およびネガティブな影響の低減の支援を目的とする

ローンです。資金調達の方法としてだけでなく、SDGsに積極的に取り組む企業として企業価値の向上も期待できます。

ポジティブ・インパクト・ファイナンス業務の開始にあたって、当金庫では株式会社商工組合中央金庫と業務提携して

おります。本商品を通じてお客さまのSDGs経営に向けた取り組みや事業内容について評価、KPI策定、モニタリングに

よる伴走支援を行いながら、お客さまとご一緒にSDGs経営を推進していきます。

へきしんSLL

　お客さまが野心的かつ有意義なサステナビリティ・パフォーマンス・ターゲットを達成することを推奨するローンです。

SLLの活用には、サステナビリティ経営の高度化や、環境・社会面で持続可能な経済活動の推進に積極的な企業として

社会的な支持につながるメリットがあります。

　へきしんSLLではお客さまの脱炭素経営に向けて「CO2排出量削減率」をKPIとしてサステナビリティ・パフォーマンス・

ターゲットを設定し、その達成状況に応じて金利が連動します。また、本商品は国際基準のSLL原則およびSLLガイド

ラインに適合していることを株式会社格付投資情報センターからセカンドオピニオン（第三者意見書）を取得したフレーム

ワークに基づいています。

へきしんは、お客さまのSDGsに関する取り組みに対して、連携・協力し伴走支援を行うことで、

積極的にお客さまのサステナブル経営を後押ししてまいります。

近年、気候変動や自然破壊、人権問題などの課題を解決し、

新たな産業・社会構造への転換を促すことで、

持続可能な社会を実現するための投融資として、

サステナブルファイナンスが注目されています。

サステナブルファイナンスは

持続可能な経済社会システムを支える

インフラの役割を担っています。

「SLL」「PIF」をご存じですか？「SLL」「PIF」をご存じですか？

Topics 1

～「へきしんSLL」「へきしんPIF」の取り扱いを開始しました～
2024年11月20日から、当金庫でもサステナブルファイナンスである

SLL（サステナビリティ・リンク・ローン）・PIF（ポジティブ・インパクト・ファイナンス）を
ご利用いただけるようになりました。


